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～ 800℃の減量分をコークとして算出した。コーク析

出後の比表面積は、析出したコークを燃焼除去せず、

真空 350℃× 2h の前処理後に測定した。

［4］触媒性能評価

　評価条件を 2種類設定した。（1）H型の ZSM－5 ゼ

オライト（粉末）を触媒として用い、WHSVを 8 h－1 に

した以外はコーク析出の実験と同じ条件で評価した。

プロピレン収率を比較する場合は、エチレン収率が

36 ～ 40 C－％になるようにして行った。（2）P修飾し

た ZSM－5 ゼオライト 9）（ペレット）を触媒にする場

合は、触媒温度を 550℃、WHSV を 5 h－1、EtOH濃度

署 華 オ ラ 量 ク ％ は オ ラ ー 析
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